
ク
　
レ
ー
ル
ー
キ
　
ア
概
念

序

前
五
世
紀
ア
テ
-
ナ
イ
の
植
民
市
は
ヘ
　
ア
ポ
イ
キ
ア
と
ク
レ
ー
ル
-

キ
ア
と
に
大
別
さ
れ
る
。
ク
レ
ー
ル
ー
キ
ア
と
は
'
第
一
に
支
配
領
域

の
保
全
の
為
に
第
二
に
貧
困
市
民
の
扶
養
と
そ
れ
に
伴
う
重
装
歩
兵
の

o

増
強
の
た
め
に
建
設
さ
れ
た
,
,
M
i
l
i
t
a
r
k
o
l
o
n
i
e
"
を
意
味
す
る
.
比

(
2
)

較
的
最
近
で
は
一
種
の
駐
留
軍
と
見
な
す
説
も
あ
る
o
ク
レ
ー
ル
-
キ

ア
は
ア
テ
-
ナ
イ
に
独
自
な
植
民
形
態
で
あ
り
'
そ
の
構
成
員
は
母
市

市
民
権
を
保
有
す
る
。
独
立
の
ポ
リ
ス
を
形
成
せ
ず
'
母
市
に
従
属
的

植
民
で
あ
る
。
軍
事
的
性
格
が
強
く
ア
テ
-
ナ
イ
の
政
治
的
軍
事
的

(
3
)

支
配
の
重
要
な
支
柱
と
な
っ
た
。
ク
レ
ー
ル
-
キ
ア
に
関
す
る
以
上
の

よ
う
な
解
釈
を
'
こ
こ
で
は
便
宜
上
「
ク
レ
ー
ル
-
キ
ア
概
念
」
と
呼

ぶ
こ
と
と
す
る
。
こ
れ
は
'
ア
ポ
イ
キ
ア
つ
ま
り
,
,
A
c
k
e
r
b
a
u
-
k
o
l
o
n
i
e
"

(
4
)

と
対
に
な
る
概
念
で
あ
る
。

さ
て
こ
の
時
期
の
植
民
市
は
何
故
ア
ポ
イ
キ
ア
と
ク
レ
ー
ル
ー
キ
ア

前
　
　
野
　
　
弘
　
　
志

と
に
大
別
さ
れ
る
の
か
。
そ
の
理
由
は
恐
ら
く
へ
植
民
市
を
意
味
す
る

古
代
語
に
こ
れ
ら
二
つ
の
語
が
あ
っ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。
両
語
の
間
に

何
ら
か
の
意
味
用
法
の
違
い
を
期
待
し
'
従
来
ア
ポ
イ
キ
ア
と
ク
レ
ー

c
a

ル
ー
キ
ア
と
の
違
い
に
つ
い
て
し
ば
し
ば
論
じ
ら
れ
て
き
た
。
ア
ポ
イ

キ
ア
と
ク
レ
ー
ル
ー
キ
ア
と
を
互
い
に
相
異
な
る
二
種
の
植
民
形
態
を

意
味
す
る
語
で
あ
る
と
見
倣
す
か
ら
に
は
、
古
代
人
自
身
が
こ
の
こ
と

t

蝣

」

,

I

を
認
識
し
て
い
た
と
い
う
前
提
が
そ
こ
に
は
あ
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
し

か
し
果
た
し
て
古
代
人
は
、
そ
の
こ
と
を
実
際
に
訂
識
し
て
い
た
の
だ

ろ
う
か
。

小
稿
の
目
的
は
t
H
ク
レ
ー
ル
ー
キ
ア
概
念
の
形
成
過
程
'
回
ク
レ
ー

ル
ー
キ
ア
と
い
う
語
の
時
代
的
分
布
'
回
ア
ポ
イ
コ
イ
と
ク
レ
ー
ル
ー

コ
イ
と
の
関
係
へ
　
こ
れ
ら
三
点
の
分
析
を
通
し
て
'
古
代
人
が
ア
ポ
イ

キ
ア
と
ク
レ
ー
ル
ー
キ
ア
と
を
相
異
な
る
植
民
形
態
と
し
て
認
識
し
て

い
た
か
と
い
う
問
題
を
検
討
す
る
こ
と
に
あ
る
。

註
　
<
)
　
S
c
h
u
l
t
h
e
s
s
.
,
,
K
l
r
i
p
o
u
x
o
i
"
,
P
a
u
l
y
-
W
i
s
s
o
w
a
.
,
R
e
a
l
-
E
n
-



c
y
k
l
o
p
d
d
i
e
 
d
e
r
k
l
a
s
s
i
s
c
h
e
n
 
A
l
t
e
r
t
u
m
s
w
i
s
s
e
n
s
c
h
a
f
t
.
S
t
u
t
t
g
a
r
t
.

x
L
 
1
.
1
9
2
1
.
S
S
.
8
1
4
-
8
3
2
.
/
B
u
s
o
l
t
.
&
S
w
o
b
o
d
a
,
,
,
K
l
e
r
u
c
h
i
a
i
"
,

G

r

i

e

c

h

i

s

c

h

e

 

S

t

a

a

t

s

k

u

n

d

e

 

M

缶

n

c

h

e

n

.

1

9

2

6

.

S

S

.

1

2

7

1

-

1

2

8

0

.

(
i
n
)
　
G
a
u
t
h
i
e
r
,
P
h
.
 
"
L
e
s
 
c
l
e
r
o
u
q
u
e
s
d
e
L
e
s
b
o
s
 
e
t
l
a
c
o
l
o
n
i
s
a
-

t
i
o
n
 
a
t
h
e
n
i
e
n
n
e
 
a
u
 
V
e
 
c
i
e
c
l
e
"
,
R
e
v
u
e
 
d
e
s
 
E
t
u
d
e
s
 
G
r
e
c
q
u
e
s
,

7
9
.
1
9
6
6
.
/
長
島
武
之
「
前
五
世
紀
ア
テ
ナ
イ
の
ク
レ
ー
ル
I
キ
ア
」
『
西

洋
史
研
究
』
　
t
O
'
t
九
八
l
 
t
　
1
7
二
四
頁
O
彼
等
は
、
ア
ポ
イ
キ

ア
と
ク
レ
ー
ル
I
キ
ア
と
の
中
間
形
態
と
し
て
'
「
新
し
い
型
の
ア
ポ

イ
キ
ア
」
と
い
う
範
噂
を
設
け
た
。

(
3
)
　
森
谷
公
俊
「
ポ
-
ス
世
界
の
国
際
関
係
」
弓
削
達
へ
伊
藤
貞
夫
編
『
ギ

リ
シ
ア
と
ロ
ー
マ
古
典
古
代
の
比
較
史
的
考
察
』
へ
河
出
書
房
新
社
'

一
九
八
八
'
九
六
頁
o
/
森
谷
公
俊
「
古
典
期
ア
テ
ナ
イ
の
帝
国
支
配
」

『
歴
史
学
研
究
』
別
冊
特
集
〓
t
 
l
九
八
三
'
五
五
頁
O
/
長
島
'

上
掲
論
文
'
二
四
頁
　
¥
S
c
h
u
l
l
e
r
,
W
.
D
i
e
 
H
e
r
r
s
c
h
a
f
t
 
d
e
r

A
t
h
e
n
e
r
 
i
m
 
E
r
s
t
e
n
 
A
t
t
i
s
c
h
e
n
 
S
e
e
-
b
u
n
d
.
B
e
r
l
i
n
.

1
9
7
4
,
/
M
e
i
g
g
s
-
R
.
T
h
e
A
t
h
e
n
i
a
n
E
m
p
i
r
e
.
L
o
n
d
o
n
,
1
9
7
2
.

(
-
*
)
　
s
c
h
u
l
t
h
e
s
s
,
o
p
.
c
i
t
,
S
.
8
1
5
.
/
B
u
s
o
l
t
&
S
w
o
b
o
d
a
.
o
p
.
c
i
t
,

I

I

.

S

.

1

2

6

4

,

/

T

h

a

l

h

e

i

m

.

こ

'

A

n

o

i

x

i

a

'

'

-

P

a

u

l

y

-

W

i

s

s

o

w

a

.

,

R
e
a
1
-
E
n
c
y
k
l
o
p
a
d
i
e
 
d
e
r
 
k
l
a
s
s
i
s
c
h
e
n
 
A
l
t
e
r
t
u
m
s
w
i
s
s
e
n
s
c
h
a
f
t
.

S
t
u
t
t
g
a
r
t
.
X
I
.
1
.
1
9
2
1
.
S
S
.
2
8
2
3
-
2
8
3
6
.

(
5
)
　
主
な
も
の
を
上
げ
れ
ば
'
以
下
の
と
お
り
　
G
o
m
m
e
,
A
.
W
,
A

H
i
s
t
o
r
i
c
a
l
 
C
o
m
m
e
n
t
a
r
y
 
o
n
 
T
h
u
c
y
d
i
d
e
s
.
I
.
S
t
.
L
o
u
i
s
.
.
1
9
4
5
.

p

p

.

3

7

3

ム

8

0

・

＼

E

h

r

e

n

b

e

r

g

,

V

,

"

T

h

u

c

y

d

i

d

e

s

o

n

A

t

h

e

n

i

a

n

C

o

1

-

o
n
i
z
a
t
i
o
n
"
.
C
1
.
P
h
i
l
.
4
7
.
1
9
5
2
.
p
p
.
1
4
2
-
1
4
9
.
/
M
e
r
i
t
t
,
B
.
D
,

W
a
d
e
-
G
e
r
y
,
H
.
T
,
M
a
c
G
r
e
g
o
r
,
M
.
F
,
T
h
e
A
t
h
e
n
i
a
n
T
r
i
b
u
t

L

i

s

t

 

I

I

I

.

P

r

i

n

c

e

t

o

n

.

1

9

5

0

.

p

p

.

2

8

4

-

2

9

7

.

＼

G

a

u

t

h

i

e

r

,

o

p

.

c

i

t

.

,

p
p
.
6
4
-
7
4
.
/
e
t
c
.

(
6
)
　
こ
の
大
前
提
に
基
づ
く
研
究
の
顕
著
な
例
が
ク
レ
ー
ル
ー
キ
ア
捜
し

で
あ
る
o
　
例
え
ば
t
 
N
e
s
s
e
l
h
a
u
f
,
H
‥
.
U
n
t
e
r
s
u
c
h
u
n
g
e
n
 
z
u
r

G
e
s
c
h
i
c
h
t
e
 
d
e
r
 
d
e
l
i
s
c
h
-
a
t
t
i
s
c
h
e
n
 
S
y
m
m
a
c
h
i
e
"
.
K
l
i
o
.

B
e
i
h
e
f
t
.
X
X
X
.
1
9
3
3
.
/
M
e
r
i
t
t
,
B
.
M
,
W
a
d
e
-
G
e
r
y
,
H
.
T
,
M
a
c

G
r
e
g
o
r
.
o
p
.
c
i
t
,
I
I
I
.
/
E
h
r
e
n
b
e
r
g
,
V
.
o
p
.
c
i
t
.
,
/
G
o
m
m
e
,
W
.
A
,

o
p
.
c
i
t
.
,
/
J
o
n
e
s
,
A
.
H
.
M
.
A
t
h
e
n
i
a
n
 
D
e
m
o
c
r
a
c
y
.
O
x
f
o
r
d
.

1
9
5
7
.
/
G
r
a
h
a
m
,
A
.
J
,
C
o
l
o
n
y
 
a
n
d
 
M
o
t
h
e
r
 
C
i
t
y
 
i
n
 
A
n
c
i
e
n
t

G
r
e
e
c
e
.
L
o
n
d
o
n
.
1
9
6
4
,
/
B
r
u
n
t
,
P
.
A
.
,
"
A
t
h
e
n
i
a
n
 
S
e
t
t
l
e
m
e
n
t

A
b
r
o
a
d
i
n
t
h
e
F
i
f
t
h
C
e
n
t
u
r
y
B
.
C
"
:
A
n
c
i
e
n
t
S
o
c
i
e
t
y
a
n
d
l
n
-

s
t
i
t
u
t
i
o
n
s
 
S
t
u
d
i
e
s
 
P
r
e
s
e
n
t
e
d
 
t
o
 
V
i
c
t
o
r
 
E
h
r
e
n
b
e
r
e
.
O
x
f
o
r
d
.

1
9
6
6
.
p
p
.
7
1
ふ
2
.
真
下
英
信
「
ク
レ
ー
ル
-
キ
ア
考
回
」
『
史
学
』
四

t
、
三
t
 
l
九
六
九
'
1
三
七
I
l
五
四
頁
.
/
真
下
英
信
「
ク
レ
ー

ル
I
キ
ア
考
回
」
『
史
学
』
四
一
へ
四
'
l
九
六
九
へ
八
五
-
九
六
頁
。

以
上
の
研
究
に
お
い
て
は
'
支
配
の
実
体
ま
で
言
及
さ
れ
る
こ
と
は
な

か
っ
た
。
ク
レ
ー
ル
-
キ
ア
は
支
配
体
制
の
中
で
具
体
的
に
ど
の
よ
う

な
役
割
を
担
っ
て
い
た
の
か
t
と
い
う
問
い
が
発
せ
ら
れ
た
の
は
'
七

〇
年
代
以
降
に
な
っ
て
か
ら
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
主
な
も
の
と
し
て
t

E
r
x
l
e
b
e
n
,
E
‥
,
D
i
e
K
l
e
c
h
u
c
h
i
e
n
a
u
f
E
u
b
o
a
u
n
d
L
e
s
b
o
s
u
n
d

d
i
e
 
M
e
t
h
o
d
e
 
d
e
r
 
a
t
t
i
s
c
h
e
n
 
H
e
r
r
s
c
h
a
f
t
 
i
m
5
.
J
h
"
.
K
l
i
o
.

H
e
f
t
.
I
.
5
7
.
1
9
7
5
.
S
.
8
3
-
1
0
0
.
/
S
c
h
u
l
l
e
r
,
o
p
.
c
i
t
.
,
/
長
島
'
上
掲

論
文
。



第
一
章
　
ク
レ
ー
ル
-
キ
ア
概
念
の
形
成
過
程

そ
も
そ
も
'
前
五
世
紀
の
同
時
代
人
に
よ
る
'
ク
レ
ー
ル
ー
キ
ア
の

定
義
は
存
在
す
る
の
だ
ろ
う
か
　
S
c
h
u
l
t
h
e
s
s
は
彼
の
論
文
の
中

(
1
)

で
'
古
代
人
に
よ
る
ク
レ
ー
ル
ー
コ
イ
概
念
の
規
定
と
し
て
以
下
の
五

例
の
史
料
を
掲
げ
て
い
る
。

H
a
r
p
o
k
r
.
s
.
v
.

H
e
s
y
c
h
i
o
s
.

D
e
m
o
s
t
h
.
V
I
I
I
.

I
s
o
k
r
.
P
a
n
e
g
.
1
0
7
.

P
l
u
t
.
P
e
r
.
l
l
.
5
.

(
後
二
世
紀
頃
)

(
後
五
世
紀
頃
)

(
前
三
八
四
-
≡
二
二
)

(
前
四
三
六
-
三
三
八
)

(
後
五
〇
-
1
二
〇
頃
)

で
は
現
在
通
用
し
て
い
る
ク
レ
ー
ル
-
キ
ア
概
念
は
'
い
か
に
し
て

規
定
さ
れ
た
の
か
。
ク
レ
ー
ル
ー
キ
ア
概
念
が
最
初
に
提
唱
さ
れ
た
の

が
い
つ
か
不
明
で
あ
る
が
'
恐
ら
-
H
e
r
m
a
n
n
,
K
i
r
c
h
h
o
f
f
,

B
I

F
o
u
c
a
r
t
,
S
w
o
b
o
d
a
,
E
d
 
M
e
y
e
r
等
を
経
て
'
今
世
紀
初
頭

B
u
s
o
l
t
&
S
w
o
b
o
d
a
や
S
c
h
u
l
t
h
e
s
s
等
が
'
こ
れ
を
完
成
さ
せ
た

(
3
)

と
考
え
て
も
間
違
い
で
は
な
い
だ
ろ
う
.
本
章
で
は
t
,
,
K
X
n
p
o
v
x
o
i
"

あ
る
い
は
へ
,
,
K
l
e
r
u
c
h
i
a
i
"
と
題
さ
れ
る
彼
等
の
研
究
を
取
り
上
げ

て
、
ク
レ
ー
ル
ー
キ
ア
概
念
が
形
成
さ
れ
た
過
程
を
検
討
す
る
。
両
研

究
の
構
成
は
い
ず
れ
も
'
回
定
義
へ
同
時
代
順
の
事
例
紹
介
へ
回
諸
側

面
の
分
析
t
か
ら
な
っ
て
い
る
。
回
は
回
回
の
結
論
で
あ
る
。
こ
こ
で

注
目
し
た
い
の
は
'
概
念
構
築
の
材
料
と
し
て
い
つ
の
時
代
の
史
料
が

用
い
ら
れ
た
か
と
い
う
点
で
あ
る
。

こ
れ
を
見
て
明
ら
か
な
こ
と
は
'
第
一
に
へ
い
ず
れ
の
史
料
も
前
五

世
紀
に
属
さ
な
い
と
い
う
点
で
あ
る
。
イ
ソ
ク
ラ
テ
ス
は
確
か
に
前
五

世
紀
を
生
き
た
が
'
彼
の
人
生
の
大
半
は
前
四
世
紀
に
属
す
る
。
第
二

に
t
 
S
c
h
u
l
t
h
e
s
s
の
論
文
の
題
が
,
,
K
X
n
p
o
v
x
o
i
"
で
あ
る
に
も
か
か

わ
ら
ず
へ
こ
れ
ら
五
例
の
史
料
は
'
ク
レ
ー
ル
ー
コ
イ
'
ク
レ
ー
ル
-

キ
ア
に
限
ら
ず
'
エ
ポ
イ
コ
イ
を
も
含
ん
で
い
る
点
で
あ
る
。
こ
の
こ

と
は
'
ク
レ
ー
ル
ー
キ
ア
の
性
格
を
規
定
す
る
史
料
が
'
時
代
的
枠
を

取
り
払
っ
て
見
て
も
'
非
常
に
乏
し
い
こ
と
を
示
す
。
以
上
の
理
由
か

ら
'
古
代
人
に
よ
る
ク
レ
ー
ル
ー
キ
ア
の
定
義
そ
の
も
の
は
そ
も
そ
も

存
在
し
な
い
'
ま
し
て
や
前
五
世
紀
の
同
時
代
人
に
よ
る
定
義
は
皆
無

で
あ
る
と
言
え
る
。



表1クレール-キア概念形成に用いられた史料一覧

Diod. XI. 60.

Nep. Kim. 2.

Plut. Kim. 8.

Diod. XVI. 34. 4. vgl. IG. ii. 795f,

Z133.

IG. XII. 8. 688.

IG. XII. 8. Praef. 175.

IG. ii. 5. 834b.

Col. II. 63. -SIG. IP. 587. Z275.

Aristot. AO.花ok. 62.

Xen. Hell. IV. 8. 15.

Xen. Hell. V. 1. 31.

Ps. Demsth. I. IX. 4.

(5)アンドロス

Plut. Per. ll.

Diod. XI. 88. 3.

Paus. I. 27. 5.

Andok. III. 9.

(6)ナクソス

Plut. Per. ll.

Diod. XI. 88. 3.

Paus. I. 27. 5.

Andok. III. 9.

Plato. Euthyphr. 4. 4C.

IG. XII. 5. Praef. 13. Nr. 1244.

(7)カリュストス

Diod. XL 88. 3.

Paus. I. 27. 5.

Andok. III. 9.

IG. i. 229.

IG. i. 230.

(8) -ステイアイア

Thuk. I. 114. vgl. Thuk. VII. 57.

2.

Diod. XII. 7.

Diod. XII. 22. vgl. Plut. Per. 23.

Theopompos. Frg. 146M.

Stralbo. X. 445c.

Thuk. VIII. 95. 7.

(1)サラミス

IG. i. Suppl. la. p57.

IG. ii. 469. -IG. ii2. 1008.

IG. ii. 594. -IG. ii2. 1027.

Aristot. AO.冗ol. 54. 8.

Aristot. A0.冗o且. 62. 2.

vgl. IG. ii2. 1225ff.

(2)カルキス

Hdt. V. 77.

Hdt. VI. 100.

Ael. var. hist. VI. 1.

IG. i. Suppl. Nr. 27a.

IG. XII. 9. 905ff.

Thuk. VIII. 95.

(3)レ-ムノス・イムブロス

Hdt. V. 26.

Hdt. VI 41./136ノ140J

Hdt. VIII. 11ノ80.

IG. i. 228ff.

IG. i. 233ff.

IG. i. 238ff.

IG. i. 239ff. vgl. IG. i. 236. Z2c.

IG. i. 443.

IG. i. 444.

IG. ii2. 30.

IG. ii2. 1224. Z15.

Demsth. IV. 34.

IG. XII. 8. Nr. 2ffJ46ff.

IG. ii2. 1222ff.

Andok. III. 12.

IG. XII. 8. 2. vgl. IG. XII. 8. 7.

IG. ii. 5. 834b.

Col. II. 63. -SIG. IP. 587. Z275.

Aristot. AO. noX. 62.

Xen. Hell. IV. 8. 15.

Xen. Hell. V. 1. 31.

Ps. Demsth. LIX. 4.

(4)スキュロス

Thuk. I. 98. 2.
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Polyb. XXX. 18. 18a.

IG. XII. 5. 2. Testiml 363.

(18)サモス

01. 107. 1ノ104. 4.

Strab. XIV. 638.

Herakl. Pont. 10[7]

Diog. Laert. X. 1.

Aisch. geg. Tim. I. 53.

Zenob. II. 28.

Demosth.冗. avunop. XIV. 16.

Diod. XVI. 34.

Demosth. VIII. 6.

Ps. Demosth. XII. 16.

Liban. Hypoth.

Demosth. VIII.

4世紀以降のクレールーコイに関して

(19)メーロス

Xen. Hell. II. 2. 9.

Xen. Hell. VI. 1.

Plut. Lys. 14.

IG. XII. 3. 197ff.

20　アイギナ

Xen. Hell. II. 2. 9.

Xen. Hell. VI. 1.

Plut. Lys. 14.

IG. XII. 3. 197ff.

(21)レ-ムノス・イムブロス

IG. XII. 8.

(22)スキュロス

IG. XII. 8.

123) ♯モ1

Isokr. XV. 111.

Demosth. XV. 9.

FHG. II. 216.

Diod. XVIII. 8./18.

Nep. Timoth. 1.

IG. IP. 108.

Aristot. Rhet. II. 21, 1395A. Z18.

FHG. II. 622. -Zenob. II. 28.

Philochoros. Frg. 131. bei. Diony.

IG. I. 28.

IG. I. 29.

IG. XII. 9.

回　エレトリア

IG. I. 339. -SIG3. 65.

IG. I. 244.

IG. I. 447. Z13.

IG. XII. 9.

(10)シノーペ-

Plut. Per. 20.

II　アスタコス

Memnon von Herakleia. 20.

FHG. III. 536.

Strabo. X. 1. 3.

Diod. XII. 34. 5.

(12)アミソス

Theopompos. (Frg. 202.)

Strabo. XII. 547.

Plut. Lucull. 19.

Plut. Appian. Mithr. 83.

(13)アイギ-ナ

Thuk. II. 27.

Diod. XII. 44.

(14)レスボス

Thuk. III. 50.

SIG3. 70. -IG. i. Suppl. Nr. 96.

Antiph. V. 47777-79.

Isokr. IV. 107.

IG. XII. 9.

Thuk. VIII. 22.

(15)スキオーネ

Thuk. V. 32.

Diod. XII. 76.

Isokr. Paneg. IV. 109.

(16)メーロス

Thuk. V. 116.

17　デーロス

Thuk. V. 1ノ32.

Diod. XII. 73.!77.

Bull. hell. XXXV. S12. Z13.
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(1)建設目的

軍事的El的

Harpokr. s. v.

HesyChios.

Plut. Per. ll.

Libian Hypoth- Demosth. VIII.

Isokr. Paneg. 107.

経済的目的

Aristoph. Wolk. 213.

Demosth. g. Lept. XX. 115.

Isokr. Paneg. IV. 108.

Aisch. n. n呼cmp. II. 175.

Andok. V. Fried. III. 9.

IG. i. 30.

IG i. Suppl. Nr. 279.

(2)クレールーコィ、アポイコィ、エポイ

コイの違い

違いがある事実

Demosth.

IG. i. Suppl. Nr. 116. 2. 9.

Thuc. III. 50. 2.

IG. i. Suppl. Nr. 96. -SIG3. 76.

IG. i. 340.

母市のピューレ一に属する

IG. ii2. 30a. Z13 ; Z22.

IG. ii2. 30b. Z6 ; Zl14.

工G. ii2. 2.

IG. ii2. 650.

IG. ii2. 960.

母市のデーモスに属する

IG. i. 443.

IG. i. 444.

IG. i. 446. vgl. SIG3. 77.

IG. ii2. 1222ff.

IG. XII. 8. 3ff.

IG. XII. 47ff.

IG. XII. 666.

母市市民権保持

IG. i. 443.

IG. i. 444.

Hal. Deinarch. 13. 665.

Schol. Aisch. I. 53.

IG. II. 2. 699. Z20.

Diod. XVIII. 18. 9.

Aristot. Rhet. II. 6. 1384B. Z32.

Diod. XVIII. 18. 9.

Plut. Phok. 28.

SIG3. 312.

(24)ポティダイア

IG. IP. 114. -SIG3. 180.

Demosth. VI. 20.

Ps. Demosth. VII. 10.

Isokr. XV. 108./113.

Polyain. III. 10. 15.

Demosth. II. 7.

Demosth. IV. 35.

Demosth. VI. 70.

Demosth. VII. 101.

Diod. XV. 8.

(25)ケロンネ-ソス

Diod. XVI. 34. 4.

IG. II. 2. 795f. Z133.

IG. IP. 126. vgl. IG. II. 2. 701.

Demosth. XXIII.

103./167./170./173.!178.

Demosth. XVIII. 27.

Aisch. II. 9./72.

Demosth. IX. 15.

Demosth. VIII. 6.

IG. IP. 228. -SIG3. 255.

Demosth. XVIII. 71./93./139.

Iustin. IX. 1.

(26)その他

Xen. mem. II. 8. 1.

Xen. mem. II. 7. 2.

xen. Hell. V. 1. 31. vgl. IG. II.

14. -IG. IP. 30.

IG. II. 17. -IG. IP. 43. -Tod.

123.

Diod. XV. 23./29.
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IG. ii2. 1011. Z59.

IG. ii2. 1227. Z38.

ストラテ-ゴス

IG. XII. 8. 47.

Bull. hell. IX. 50.

Bull. hell. IX. 54.

ヒツパルコス

IG. ii. 488. frg. a. Zlf.

IG. ii. 593. lOf.

IG. ii. 595. 17.

Aristot. AS. noX. 61. 6.

Anstot. AO. tloX. 62. 2.

Wilhelm. Herm. XXIII. 454ff. Z5f.

Wilhelm. Herm. II. Z13.

(5)貨幣鋳造権

IG. XII. 8. p19.

(6)義務

軍役義務

Thuk. III. 5. 2.

Thuk. IV. 28. 4.

Thuk. V. 8. 2.

Thuk. VII. 57. 2.

Verlistlisten.

滞在義務(母市での役職免除)

Aisch. I. 53.

Pollux. VIII. 81.

Phot. Hesych. Ififjpioi.

Bull. hell. XII. (1888)6.

公共奉仕義務の免除

Demosth. XX. 18.

Demosth. XX. 28.

Demosth. XIV. 16.

(7)評議機構

IG. ii2. 1222ff.

IG. ii2. 672.

IG. ii2. 1008. Z75ff.

IG. ii2. 1011. Z53.

IG. XII. 8. 3ff.

IG. XII. 8. 15ff.

IG. XII. 8. 46ff.

IG. ii. 592-594-ii2. 1222ff.

IGA. Nr. 9.

Bull. hell. VII. 154ff.

Bull. hell. IX. 50ff.

IG. ii. 591-ii2. 1222.

IG. ii. 465./39-ii2. 1009.

BuU. hell. IX. 54.

Bull. hell. IX. 58.

Bull. hell. IX. 63.

IG. iil353.

(3)土地問題

分配

Aristoph. Wolk. 203.

Thuk. III. 50.

Plut. Per. 34.

賃貸

IG. ii. 14-ii2. 30. frg. b. Z4. vgl.

Z7.

Thuk. III. 50.

IG. i. Suppl. 96(p20) Z3ff.

Ael. var. hist. VI. 1.

IG. i. Suppl. 27a.

IG. i. Suppl. 25ff.

(4)派遣役人

アノレコーン

Aristot. A0.花OA. 54. 8.

Aristot. A6. noX. 62. 2.

IG. ii2. 1227.

IG. ii2. 1008. Z76.

IG. ii2. 1228.

IG. XII. 8. 19.

IG. XII. 8. 63.

IG. XII. 8. 47.

IG. XII. 8. 48.

IG. XII. 8. 666.

Demosth. IV. 27.

BCH. XIII. 415.

エビメレータイ

IG. XII. 8. 4.

IG. ii2. 1008. Z83.
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IG. XII. 8. 666.

IG. XII. 8. 47.

IG. ii2. 672. Z34.

IG. ii2. 672. Z13ff.

IG. ii2. 2. 1223.

IG. XII. 8. 63.

IG. XII. 8. 2.

IG. ii2. 1008. Z8.

IG. ii2. 1227. Z22.

SIG3. 662.

Aristot. AO. noX. 62. 2.

(8)政体(母市に対する政治的従属性)
IG. i. 28.

IG. i. 29.

IG. XII. 8. p3.

IG. ii. 592-ii2. 1223. 19ff.

Herm. XXIII. 454ff. Nr. II. Z18.

(9)司法

IG. i. 29. Suppl. p12.

Antiph. V. 47.

Plato. Euthyphr. 2. 4.

Pollux. VIII. 81. ∑KVplα ∂IKt}.

Hesych. Phot, l/ippoi.

IG. XII. 8. 47.

(叫　宗教

Thuk. VII. 57. 2.

IG. XII. 8∴7.

IG. ii2. 1223.

IG. ii2. 8. 53.

Aristot. A6. nol. 54. 8.

IG. ii2. 1008. Z83.

IG. ii2. 1011. Z55.

IG. ii2. 1227.

第
一
に
注
目
す
べ
き
点
は
'
研
究
対
象
に
時
代
的
限
定
が
な
-
'
前

五
〇
九
年
か
ら
前
〓
ハ
六
年
ま
で
の
全
て
の
ク
レ
ー
ル
ー
キ
ア
が
取
り

扱
わ
れ
て
い
る
事
実
で
あ
る
。
広
い
視
野
は
ク
レ
ー
ル
-
キ
ア
研
究
を

巨
視
的
に
行
お
う
と
い
う
研
究
者
の
意
欲
の
現
れ
で
あ
ろ
う
が
'
広
い

視
野
故
の
欠
点
も
免
れ
な
い
。
約
三
四
〇
年
間
を
包
括
的
に
扱
う
と
'

ク
レ
ー
ル
ー
キ
ア
の
各
時
代
的
特
徴
が
明
確
化
さ
れ
ず
'
超
時
代
的
な

ク
レ
ー
ル
ー
キ
ア
像
を
造
り
出
す
危
険
性
が
あ
る
。

第
二
に
注
目
す
べ
き
点
は
'
概
念
構
築
の
材
料
と
し
て
前
四
世
紀
の

史
料
が
い
か
に
多
く
用
い
ら
れ
た
か
と
い
う
事
実
で
あ
る
。
ク
レ
ー

ル
ー
キ
ア
の
諸
特
徴
'
例
え
ば
ク
レ
ー
ル
-
キ
ア
は
母
市
市
民
権
を
保

持
し
た
植
民
者
か
ら
構
成
さ
れ
る
こ
と
、
行
政
へ
司
法
t
な
ど
の
面
で

母
市
に
対
し
て
従
属
的
で
あ
る
こ
と
'
こ
れ
ら
は
ほ
と
ん
ど
全
て
前
四

世
紀
の
碑
文
史
料
に
依
拠
し
て
い
る
。
軍
事
植
民
た
る
所
以
の
'
植
民

者
の
武
装
能
力
'
軍
役
義
務
へ
遠
征
な
ど
は
確
か
に
前
五
世
紀
の
史
料

に
よ
っ
て
も
確
認
さ
れ
る
事
実
で
あ
る
が
t
よ
り
専
門
的
な
軍
事
役
人
'

ス
ト
ラ
テ
-
ゴ
ス
'
ヒ
ッ
パ
ル
コ
ス
へ
　
そ
の
他
行
政
役
人
'
ア
ル
コ
ー

ン
へ
エ
ビ
メ
レ
-
タ
イ
が
本
格
的
に
植
民
市
に
派
遣
さ
れ
始
め
た
こ
と

が
確
認
さ
れ
る
の
は
'
前
四
世
紀
の
碑
文
史
料
に
な
っ
て
か
ら
の
こ
と

で
あ
る
。
ク
レ
ー
ル
ー
キ
ア
の
主
要
な
特
徴
は
こ
と
ご
と
-
前
四
世
紀

の
史
料
に
よ
っ
て
裏
づ
け
ら
れ
て
い
る
と
言
え
る
。

ク
レ
ー
ル
ー
キ
ア
概
念
を
形
成
過
程
'
特
に
概
念
形
成
の
た
め
に
使

用
さ
れ
た
史
料
の
側
面
か
ら
見
る
な
ら
ば
へ
そ
れ
は
'
ク
レ
ー
ル
ー
キ

ア
に
関
す
る
乏
し
い
史
料
の
中
で
比
較
的
豊
富
に
残
さ
れ
て
い
る
前
四



世
紀
の
碑
文
史
料
を
主
な
材
料
と
し
て
構
築
さ
れ
た
と
言
え
る
だ
ろ

1

・

1

l

う
。
極
言
す
れ
ば
'
前
五
世
紀
に
適
用
さ
れ
て
き
た
ク
レ
ー
ル
ー
キ
ア

概
念
は
前
四
世
紀
の
史
料
の
産
物
な
の
で
あ
る
。

註
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H
e
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(
c
o
)
　
S
c
h
u
l
l
t
h
e
s
s
,
o
p
.
c
i
t
.
,
S
S
.
8
1
4
-
8
3
1
.
/
B
u
s
o
l
t
&
S
w
o
b
o
d
a
,
o
p
.

c
i
t
,
S
S
.
1
2
7
1
-
1
2
8
0
.

(
4
)
　
前
五
世
紀
ア
テ
-
ナ
イ
の
植
民
市
に
関
す
る
史
料
的
限
界
は
以
下
の

別
表
に
示
す
通
り
。

第
二
章
　
K
X
n
p
o
v
r
i
a
.
と
い
う
語
の
時
代
的
分
布

現
行
の
ク
レ
ー
ル
ー
キ
ア
概
念
が
材
料
の
点
か
ら
前
四
世
紀
の
産
物

で
あ
る
と
言
え
る
な
ら
'
前
五
世
紀
に
は
ク
レ
ー
ル
ー
キ
ア
概
念
は
存

在
し
な
か
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
本
章
で
は
、
ク
レ
ー
ル
ー
キ
ア
と
い
う

語
自
体
を
手
が
か
り
に
し
て
へ
　
こ
の
問
題
に
ア
プ
ロ
ー
チ
す
る
。

(
1
)

こ
こ
に
へ
前
五
世
紀
ア
テ
-
ナ
イ
の
植
民
市
の
内
へ
　
ア
ポ
イ
キ
ア
ヘ

ア
ポ
イ
コ
イ
'
ク
レ
ー
ル
ー
キ
ア
'
ク
レ
ー
ル
ー
コ
イ
'
エ
ポ
イ
コ
イ
'

い
ず
れ
か
の
表
記
が
あ
る
植
民
市
の
例
を
拾
い
上
げ
表
2
に
ま
と
め
て

み
た
。ま

ず
へ
表
2
を
横
に
見
て
い
く
と
'
あ
る
植
民
市
に
つ
い
て
複
数
の

出
典
が
あ
る
場
合
へ
　
こ
の
表
を
見
る
限
り
に
お
い
て
は
そ
れ
に
該
当
す

る
植
民
市
は
一
〇
例
あ
る
が
'
そ
の
う
ち
そ
れ
ぞ
れ
の
出
典
の
表
記
が

互
い
に
1
致
す
る
例
は
三
例
し
か
な
い
o
ポ
テ
ィ
ダ
イ
ア
は
エ
ポ
イ
コ

イ
'
レ
ス
ボ
ス
は
ク
レ
ー
ル
ー
コ
イ
'
ヘ
ス
テ
ィ
ア
イ
ア
は
ア
ポ
イ
コ

イ
と
ア
ポ
イ
キ
ア
で
あ
る
。
ア
ポ
イ
キ
ア
は
ア
ポ
イ
コ
イ
の
集
合
名
詞

な
の
で
'
こ
れ
を
同
一
表
記
と
見
倣
す
o
 
l
方
表
記
が
l
致
し
な
い
場

合
も
あ
る
0
　
1
例
を
挙
げ
れ
ば
'
ブ
レ
ア
に
つ
い
て
は
、
碑
文
は
ヘ
　
ア

ポ
イ
キ
ア
'
ア
ポ
イ
コ
イ
t
と
表
記
し
て
い
る
の
に
'
プ
ル
ー
タ
ル
コ

ス
は
ク
レ
ー
ル
ー
コ
イ
と
表
記
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
食
い
違
い
は
'

そ
の
他
ケ
ロ
ン
ネ
-
ソ
ス
'
エ
ウ
ポ
イ
ア
'
ナ
ク
ソ
ス
'
ト
ゥ
リ
オ
イ
ヘ

ア
ム
ピ
ポ
リ
ス
'
ア
イ
ギ
-
ナ
の
計
七
例
確
認
さ
れ
る
。
つ
ま
り
表
記

が
食
い
違
う
こ
と
の
ほ
う
が
'
一
致
す
る
場
合
よ
り
多
い
の
で
あ
る
o

さ
ら
に
ご
く
稀
で
は
あ
る
が
'
同
l
出
典
内
に
お
い
て
も
食
い
違
い
が

確
認
さ
れ
る
。
ブ
ル
ー
タ
ル
コ
ス
は
ア
ム
ピ
ポ
リ
ス
を
ア
ポ
イ
キ
ア
と

呼
ぶ
1
方
で
'
そ
こ
に
送
ら
れ
た
老
た
ち
を
ク
レ
ー
ル
ー
コ
イ
と
呼
ん

で
い
る
。
ト
ゥ
-
キ
ュ
デ
ィ
デ
ー
ス
は
ア
イ
ギ
-
ナ
へ
送
ら
れ
た
老
た

ち
を
ア
ポ
イ
コ
イ
と
も
エ
ポ
イ
コ
イ
と
も
呼
ん
で
い
る
。
植
民
市
あ
る

い
は
植
民
者
の
表
記
法
は
'
は
な
は
だ
錯
綜
し
て
い
る
と
言
え
る
。
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次
に
へ
表
2
を
縦
に
見
て
い
-
と
'
サ
ン
プ
ル
の
絶
対
的
な
少
な
さ

は
否
定
で
き
な
い
も
の
の
'
こ
の
表
を
見
る
限
り
へ
そ
れ
ぞ
れ
の
出
典

の
表
記
に
そ
れ
ぞ
れ
の
癖
が
あ
る
こ
と
が
伺
え
る
。
例
え
ば
プ
ル
ー
タ

ル
コ
ス
'
パ
ウ
サ
ニ
ア
ス
は
ほ
と
ん
ど
の
場
合
ク
レ
ー
ル
ー
コ
イ
を
用

い
て
い
る
O
一
方
デ
ィ
オ
ド
-
ロ
ス
は
ク
レ
ー
ル
ー
コ
イ
を
用
い
ず
ア

ポ
イ
コ
イ
あ
る
い
は
ア
ポ
イ
キ
ア
を
用
い
る
。
ア
ン
ド
キ
デ
ス
・
ア
イ

ス
キ
ネ
ス
の
場
合
'
一
例
を
除
い
て
他
は
ア
ポ
イ
キ
ア
で
あ
る
。
つ
ま

り
後
代
の
史
料
に
つ
い
て
は
'
同
i
出
典
内
の
表
記
に
偏
り
が
認
め
ら

れ
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
に
比
べ
て
同
時
代
的
史
料
で
あ
る
ト
ゥ
-
キ
ュ

デ
イ
デ
ー
ス
や
碑
文
史
料
に
は
'
ア
ポ
イ
コ
ィ
,
エ
ポ
イ
コ
ィ
,
ク
レ
ー

ル
-
コ
イ
が
ほ
ぼ
均
等
に
用
い
て
あ
る
.
こ
の
事
実
か
ら
,
後
代
の
史

料
に
見
え
る
ク
レ
ー
ル
ー
キ
ア
'
ア
ポ
イ
キ
ア
の
使
い
分
け
は
,
著
作

者
自
身
の
窒
息
で
は
な
い
か
と
い
う
疑
い
が
生
じ
る
.
従
っ
て
同
時
代

的
史
料
と
後
代
の
史
料
と
の
間
に
は
'
表
記
の
信
葱
性
に
お
い
て
断
絶

が
あ
る
よ
う
に
思
え
る
。
も
し
ク
レ
ー
ル
ー
コ
イ
と
ア
ポ
イ
コ
イ
と
の

間
に
厳
密
な
使
い
分
け
が
あ
る
と
し
た
ら
、
そ
れ
を
探
る
た
め
に
は
同

時
代
的
史
料
の
み
を
材
料
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。

と
こ
ろ
が
'
視
野
を
同
時
代
の
史
料
に
限
定
し
た
と
き
,
最
大
の
問

題
が
生
じ
る
。
前
五
世
紀
と
同
時
代
の
史
料
に
は
,
ク
レ
ー
ル
-
キ
ア

の
表
記
が
見
当
ら
な
い
の
で
あ
る
。
そ
れ
が
見
当
る
の
は
,
後
代
の
史

料
に
お
い
て
で
あ
る
。
表
を
見
る
限
り
'
ク
レ
ー
ル
-
キ
ア
と
い
う
語

を
用
い
て
い
る
の
は
ブ
ル
ー
タ
ル
コ
ス
た
だ
一
人
'
し
か
も
l
個
所
の

み
で
あ
る
。
ま
た
前
五
世
紀
の
特
定
の
植
民
市
を
指
し
て
い
な
い
の
で

表
に
は
載
せ
な
か
っ
た
が
'
デ
イ
オ
ド
-
ロ
ス
(
D
i
o
d
.
X
V
.
2
9
.
8
.
)

と
イ
ソ
ク
ラ
テ
ス
(
I
s
o
k
r
.
P
a
n
e
g
.
1
0
7
.
)
も
同
語
を
用
い
て
い
る
こ

と
は
事
実
で
あ
る
。

で
は
'
ク
レ
ー
ル
ー
キ
ア
の
語
を
記
し
た
同
時
代
の
史
料
が
全
く
存

在
し
な
い
の
か
と
い
う
と
そ
う
で
も
な
い
。
内
容
の
暖
味
な
も
の
で
は

あ
る
が
t
 
T
例
存
在
す
る
(
I
G
.
F
1
4
0
.
)
-
こ
の
史
料
は
税
金
に
関
す

る
規
定
で
あ
る
が
'
断
片
で
あ
り
'
意
味
も
不
明
で
あ
る
。
製
作
年
代

も
不
明
で
あ
る
が
t
 
I
G
.
I
2
.
で
は
'
前
五
世
紀
後
半
の
章
に
掲
載
さ

れ
て
い
る
.
肝
心
な
個
所
は
　
[
t
c
m
]
<
t
 
o
a
i
o
i
K
i
m
c
 
k
o
u

K
k
t
i
p
o
u
x
i
a
l
l
Q
]
と
復
元
さ
れ
て
い
る
O
こ
こ
に
は
ア
ポ
イ
キ
ア
と
ク

レ
ー
ル
ー
キ
ア
が
併
記
さ
れ
て
い
る
た
め
に
'
揚
碑
文
が
両
植
民
形
　
l

態
の
区
別
が
確
実
に
あ
っ
た
証
拠
と
さ
れ
て
い
る
.
し
か
し
逆
に
言
え
　
け

ば
へ
こ
の
意
味
不
明
の
断
片
の
み
が
唯
l
の
証
拠
で
あ
㌔
〉
　
　
　
　
l

そ
の
他
へ
　
ア
リ
ス
ト
パ
ネ
ス
の
喜
劇
「
雲
」
に
お
い
て
は

K
l
r
i
p
o
o
x
i
息
V
と
い
う
語
が
確
認
さ
れ
る
が
(
A
r
i
s
t
o
p
h
.
W
o
l
k
.

2
0
3
-
2
0
6
.
)
、
こ
れ
が
ク
レ
ー
ル
ー
キ
ア
を
意
味
し
て
い
る
と
は
思
え

(
4
)

な
い
。さ

ら
に
'
前
三
七
七
年
の
第
二
次
ア
テ
-
ナ
イ
海
上
同
盟
結
成
碑
文

が
問
題
に
な
る
。
こ
こ
で
注
目
し
た
い
の
は
'
以
下
の
取
り
決
め
で
あ

る
.
回
自
由
と
自
治
及
び
国
政
決
定
権
の
保
証
へ
回
駐
留
軍
<
t
>
p
o
v
p
a

と
役
人
a
p
x
c
o
v
の
派
遣
禁
止
'
回
貢
納
金
(
b
o
p
o
c
徴
収
の
禁
止
,

回
同
盟
諸
市
の
領
土
に
お
け
る
土
地
財
産
所
有
権
e
y
K
T
T
J
u
a
r
a
の
放

棄
及
び
獲
得
の
禁
止
。
こ
こ
に
は
前
五
世
紀
に
デ
ロ
ス
同
盟
の
忠
誠
を



損
な
わ
せ
た
不
和
の
原
因
を
繰
り
返
さ
な
い
こ
と
を
明
記
し
'
現
在
の

あ
る
い
は
将
来
の
同
盟
諸
ポ
リ
ス
を
安
心
さ
せ
る
と
い
う
'
ア
テ
ー
ナ

I
u
"
,
I

イ
の
意
図
が
伺
え
る
。
従
っ
て
禁
止
事
項
の
裏
返
し
が
'
前
五
世
紀
の

状
況
を
示
唆
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
う
ち
第
四
の
事
項
は
'
ク

(
6
)

レ
ー
ル
ー
キ
ア
建
設
の
禁
止
に
該
当
す
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
と
こ

ろ
が
K
X
r
i
p
o
v
r
i
o
i
と
い
う
語
は
公
式
文
書
た
る
こ
の
碑
文
に
は
刻
ま

れ
な
か
っ
た
。
も
し
ク
レ
ー
ル
ー
キ
ア
が
先
住
民
の
土
地
を
奪
い
当
該

地
を
監
視
支
配
す
る
た
め
の
装
置
な
ら
ば
へ
そ
し
て
ク
レ
ー
ル
-
キ
ア

が
当
時
軍
事
植
民
を
意
味
す
る
専
門
用
語
で
あ
っ
た
と
考
え
る
な
ら

ば
,
ま
ず
も
っ
て
そ
れ
が
名
指
し
で
禁
止
事
項
の
一
つ
に
数
え
ら
れ
て

し
か
る
べ
き
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
こ
こ
に
そ
れ
が
な
い
と
い
う
こ
と

は
奇
妙
な
こ
と
で
あ
る
。

以
上
の
よ
う
な
史
料
的
状
況
か
ら
見
れ
ば
'
ク
レ
ー
ル
ー
キ
ア
と
い

う
語
自
体
前
五
世
紀
に
は
存
在
し
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
疑
い
た

a

く
な
る
。

と
こ
ろ
で
へ
　
ク
レ
ー
ル
ー
キ
ア
の
構
成
要
素
と
見
倣
さ
れ
る
ク
レ
ー

ル
ー
コ
イ
と
い
う
語
は
、
十
一
個
所
で
確
認
さ
れ
る
。
し
か
も
ア
イ
ス

キ
ネ
ス
'
プ
ル
ー
タ
ル
コ
ス
、
パ
ウ
サ
ニ
ア
ス
と
言
っ
た
後
代
の
史
料

に
見
ら
れ
る
の
み
な
ら
ず
'
碑
文
史
料
'
ヘ
-
ロ
ド
ト
ス
へ
ト
ゥ
-
キ

ユ
デ
ィ
デ
ー
ス
等
の
同
時
代
的
史
料
に
も
四
例
確
認
さ
れ
る
.
こ
の
こ

と
こ
そ
へ
前
四
世
紀
の
史
料
に
よ
っ
て
規
定
さ
れ
た
ク
レ
ー
ル
ー
キ
ア

概
念
を
前
五
世
紀
植
民
市
に
適
用
す
る
こ
と
を
容
易
に
し
て
き
た
最
大

の
原
因
で
あ
っ
た
。

以
上
が
古
代
人
に
よ
る
植
民
市
表
記
の
実
体
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な

状
況
か
ら
見
れ
ば
'
前
五
世
紀
に
同
時
代
人
に
よ
っ
て
ク
レ
ー
ル
ー
キ

ア
概
念
が
確
認
さ
れ
て
い
た
か
否
か
は
'
ク
レ
ー
ル
ー
キ
ア
の
構
成
要

素
が
ク
レ
ー
ル
ー
コ
イ
と
見
倣
せ
る
か
否
か
に
か
か
っ
て
来
る
よ
う
に

思
え
る
。

読
(
1
)
　
実
際
に
は
'
前
六
世
紀
末
の
サ
ラ
ミ
ス
'
カ
ル
キ
ス
植
民
も
含
め
る
。

と
い
う
の
も
'
こ
れ
ら
植
民
市
は
前
五
世
紀
ク
レ
ー
ル
ー
キ
ア
の
模
範

に
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
(
B
u
s
o
l
t
&
S
w
o
b
o
d
a
.
o
p
.
c
i
t
.
,
S
.
1
2
7
1
.
)
ち

前
五
世
紀
ク
レ
ー
ル
-
キ
ア
と
と
も
に
扱
わ
れ
る
こ
と
が
一
般
的
だ
か

ら
で
あ
る
.
も
っ
と
も
'
サ
ラ
ミ
ス
植
民
に
関
し
て
は
'
ク
レ
ー
ル
-
i

キ

ア

と

見

倣

す

か

否

か

異

論

の

あ

る

と

こ

ろ

で

は

あ

る

が

　

1

8

(
S
c
h
u
l
t
h
e
s
s
.
o
p
.
c
i
t
.
,
S
S
.
8
1
7
-
8
1
8
.
/
G
r
a
h
a
m
.
o
p
.
c
i
t
,
p
.
1
6
8
.
　
I

n
6
.
/
M
L
.
1
4
.
p
p
.
2
6
-
2
7
.
)
-

(
<
m
)
　
G
r
a
h
a
m
,
o
p
.
c
i
t
,
p
.
1
6
9
.
/
S
c
h
u
l
l
e
r
.
o
p
.
c
i
t
.
,
S
.
1
5
.

(
3
)
　
こ
の
碑
文
は
t
 
I
G
.
s
.
p
.
1
2
9
.
1
1
6
v
.
と
I
G
.
P
1
4
0
.
に
掲
載
さ

れ
て
い
る
。
問
題
の
個
所
は
九
行
目
で
あ
る
　
(
I
G
.
s
.
p
.
1
2
9
.
1
1
6
v
.
)

こ
の
碑
文
に
関
す
る
研
究
書
は
'
管
見
の
限
り
で
は
見
当
ら
な
い
。
問

題
の
個
所
は
こ
の
印
刷
に
従
え
ば
確
か
に
　
[
t
c
m
J
c
t
 
b
a
c
o
i
K
i
o
a
c
 
K
c
a

K
l
r
j
p
o
v
K
i
a
l
i
Q
^
と
読
め
る
o
 
L
か
し
い
く
つ
か
の
疑
問
も
あ
る
。
復

元
通
り
に
読
む
と
し
て
'
文
脈
の
中
で
ア
ポ
イ
キ
ア
と
ク
レ
ー
ル
-
キ

ア
と
の
区
別
は
具
体
的
に
何
を
意
味
す
る
の
か
。
I
G
　
の
編
著
が
こ
の

碑
文
の
製
作
年
代
を
前
4
4
6
/
5
-
4
0
5
/
4
.
と
し
た
根
拠
は
何
か
O
今
手

元
に
こ
れ
ら
の
疑
問
に
答
え
る
だ
け
の
材
料
が
な
い
た
め
に
、
こ
の
間



題
は
保
留
せ
ざ
る
を
得
ず
'
註
と
し
て
復
元
を
添
え
る
に
と
止
め
た
い
。

.-　_　ヒl　　ハ　l

レi O N Y P E P H E K

i¥　a e p o△　E H O f-0ミ0　ミ　A

///t P E K AミT O K A I T O∧レE Y K

0 P E0ミO B OトO N K A !M EレI T

0 OミE Oミ∧EミK A I O I K I O N K A

Y P I O H OミA N M Iミ⊃OI A P O T E

′
　
　
　
　
　
「

0

　

-

　

E

 

A

 

N

///I E I K A I A-"O蝣　M P"I/IB

x

 

O

 

H

　

<

　

ヽ

ミA P OI K I A IミK A I KレE P 0

///E Y O E P O S K A T A T A Y T A P

///I O N T A毛K A I H O M O N O O N

T

 

Y

//////T.,巨ミ△　　y T E P A毛P P Y

/////////PI N T EミB Oレ∈ミT//////

O A I T A　△　C T E　レ　E　-

L/　ヽ′　.I-

(
4
)
　
こ
の
語
は
'
蔑
何
学
は
土
地
を
測
る
の
に
役
立
つ
と
い
う
文
脈
の
中

に
現
れ
る
。
邦
訳
は
「
配
給
の
土
地
」
と
な
っ
て
い
る
(
田
中
美
知
太

郎
訳
「
雲
」
『
ギ
リ
シ
ア
喜
劇
-
ア
リ
ス
ト
パ
ネ
ス
上
』
ち
く
ま
文
庫
,

1
九
八
六
'
二
三
l
頁
)
o
従
っ
て
'
こ
の
語
は
ク
レ
ー
ロ
ス
そ
の
も

の
を
差
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

(
<
n
)
　
T
o
d
,
M
.
N
,
A
S
e
l
e
c
t
i
o
n
o
f
G
r
e
e
k
H
i
s
t
o
r
i
c
a
l
l
n
s
c
r
i
p
t
i
o
n
s
.

O
x
f
o
r
d
.
2
e
d
.
1
9
4
6
-
1
9
4
8
.
1
2
3
.
p
.
6
9
最
近
で
は
,
国
制
選
択
の
自

由
へ
駐
留
軍
'
行
政
官
か
ら
の
自
由
は
'
前
三
八
六
年
以
降
の
ス
パ
ル

タ
が
惹
起
し
た
問
題
へ
の
対
応
で
あ
り
'
既
得
国
外
財
産
の
放
棄
と
取

得
禁
止
規
定
へ
違
反
に
対
す
る
罰
則
は
'
主
と
し
て
将
来
に
お
い
て
予

想
さ
れ
る
自
治
侵
害
の
経
済
的
側
面
で
の
防
止
規
定
と
す
る
見
解
が
あ

る
(
池
田
忠
生
「
王
の
平
和
と
第
二
次
ア
テ
ナ
イ
海
上
同
盟
の
成
立
」

『
史
学
研
究
』
一
七
九
へ
一
九
八
八
へ
九
一
頁
)
0

<
o
)
　
T
o
d
.
o
p
.
c
i
t
.
,
1
2
3
.
p
.
6
9
.

(
7
)
　
従
来
の
研
究
に
と
っ
て
は
'
ア
ポ
イ
キ
ア
,
ク
レ
ー
ル
ー
キ
ア
の
違

い
の
存
在
は
大
前
提
で
あ
っ
た
。
ど
れ
が
ア
ポ
イ
キ
ア
で
ど
れ
が
ク

レ
ー
ル
ー
キ
ア
で
あ
る
か
、
そ
れ
を
見
極
め
る
の
が
,
彼
等
の
目
的
で

ぁ
っ
た
。
そ
の
目
的
の
た
め
に
へ
そ
れ
ぞ
れ
の
研
究
は
克
服
す
べ
き
そ

れ
ぞ
れ
の
ア
ポ
リ
ア
を
も
っ
て
い
た
。

同
1
植
民
市
の
表
記
が
史
料
に
よ
っ
て
食
い
違
う
事
実
,
及
び
前
五

世
紀
史
の
第
1
級
史
料
た
る
ト
ゥ
-
キ
エ
デ
ィ
デ
ー
ス
や
へ
-
ロ
ド
ト

ス
が
ク
レ
ー
ル
ー
キ
ア
と
い
う
語
を
1
度
も
用
い
な
か
っ
た
事
実
は
,

す
で
に
良
く
知
ら
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
こ
の
矛
盾
は
初
め
、
碑
文
史

料
に
お
い
て
は
ク
レ
ー
ル
-
コ
イ
の
語
が
頻
繁
に
兄
い
だ
せ
る
こ
と
か

ら
'
公
式
文
書
で
あ
る
碑
文
史
料
は
ア
ポ
イ
キ
ア
,
ク
レ
ー
ル
ー
キ
ア

両
語
を
正
確
に
区
別
し
て
用
い
て
い
た
が
'
一
方
文
献
史
料
は
両
語
を

19



混
同
し
て
使
用
し
て
い
た
と
説
明
さ
れ
た
(
G
r
a
h
a
m
,
o
p
.
c
i
t
.
,
p
.

1
6
9
.
)
。
こ
の
解
釈
に
従
え
ば
'
ト
ゥ
-
キ
ュ
デ
ィ
デ
ー
ス
に
よ
る
ア
ポ

イ
コ
イ
'
エ
ポ
イ
コ
イ
と
い
う
表
記
は
無
視
さ
れ
'
母
市
市
民
権
を
保

持
す
る
植
民
者
か
ら
な
る
植
民
市
は
即
ち
ク
レ
ー
ル
I
キ
ア
で
あ
る
と

す
る
理
論
に
従
っ
て
、
前
五
世
紀
ア
テ
-
ナ
イ
植
民
市
の
内
十
六
例
が

ク
レ
ー
ル
ー
キ
ア
で
あ
っ
た
と
見
倣
さ
れ
て
き
た
。
と
こ
ろ
が
へ
　
公
式

文
書
で
あ
る
碑
文
史
料
に
も
'
唯
一
の
不
確
か
な
例
を
除
い
て
'
つ
い

に
ク
レ
ー
ル
I
キ
ア
の
語
が
現
れ
な
か
っ
た
こ
と
は
今
見
た
通
り
で
あ

る
。
そ
れ
に
も
係
わ
ら
ず
'
十
六
の
植
民
市
を
ク
レ
ー
ル
I
キ
ア
と
見

倣
す
こ
と
は
'
不
自
然
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

史
料
の
用
語
法
を
無
視
し
理
論
を
先
行
さ
せ
る
以
上
の
よ
う
な
伝
統

的
研
究
方
法
に
替
え
て
'
そ
の
後
こ
の
矛
盾
に
関
す
る
研
究
は
'
逆
に

史
料
の
用
語
法
を
尊
重
し
ク
レ
ー
ル
ー
コ
イ
の
語
で
表
記
さ
れ
た
植
民

に
共
通
の
要
素
を
抽
出
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
ク
レ
ー
ル
ー
キ
ア
の
定
義

付
け
を
試
み
た
(
G
a
u
t
h
i
e
r
.
O
p
.
C
l
t
.
＼
長
島
'
上
掲
論
文
/
そ
の
他
t

M
e
r
i
t
t
,
o
p
.
c
i
t
.
,
は
'
少
な
く
と
も
ト
ゥ
-
キ
ュ
デ
ィ
デ
ー
ス
の
表

記
法
は
正
し
か
っ
た
と
考
え
る
)
。
こ
の
研
究
方
法
の
意
義
は
'
伝
統

的
研
究
方
法
の
用
語
法
の
無
視
と
い
う
ア
ポ
リ
ア
を
解
消
し
た
こ
と
に

あ
る
。
だ
が
'
こ
の
解
釈
に
従
え
ば
'
ク
レ
ー
ル
ー
キ
ア
と
は
即
ち
ク

レ
ー
ル
-
コ
イ
か
ら
成
る
植
民
市
で
あ
る
と
無
条
件
に
見
倣
し
て
も
よ

い
の
か
'
何
故
出
典
に
よ
っ
て
表
記
が
食
い
違
う
の
か
'
こ
れ
ら
二
つ

の
ア
ポ
リ
ア
は
未
解
決
の
ま
ま
で
あ
る
。

第
三
章
　
ア
ポ
イ
コ
イ
と
ク
レ
ー
ル
ー
コ
イ

ク
レ
ー
ル
-
キ
ア
の
構
成
要
素
を
ク
レ
ー
ル
-
コ
イ
と
見
倣
す
こ
と

は
'
果
た
し
て
可
能
か
。
本
章
で
は
'
ク
レ
ー
ル
-
キ
ア
と
ク
レ
ー
ル
-

コ
イ
'
ア
ポ
イ
キ
ア
と
ア
ポ
イ
コ
イ
ヘ
　
ア
ポ
イ
コ
イ
と
ク
レ
ー
ル
ー
コ

ィ
、
ア
ポ
イ
キ
ア
と
ク
レ
ー
ル
ー
キ
ア
'
そ
れ
ぞ
れ
の
関
係
に
つ
い
て

語
源
的
な
ア
プ
ロ
ー
チ
を
試
み
る
。

B
r
u
n
t
に
よ
れ
w
ア
ポ
イ
コ
イ
と
は
よ
そ
の
土
地
に
移
住
し
て
行

く
人
々
の
意
味
で
あ
-
ヘ
　
ア
ポ
イ
キ
ア
は
e
m
i
g
r
a
n
t
を
表
す
集
合
名

詞
に
す
ぎ
な
い
。
ま
た
そ
の
よ
う
な
植
民
者
は
エ
ポ
イ
コ
イ
と
も
呼
ば

れ
'
そ
れ
は
i
m
m
i
g
r
a
n
t
　
で
あ
り
'
追
加
植
民
者
を
意
味
す
る
こ
と

も
あ
る
。
植
民
市
が
建
設
さ
れ
た
と
き
土
地
は
普
通
案
に
よ
っ
て
分
配

さ
れ
た
の
で
'
分
与
地
(
ク
レ
ー
ロ
ス
)
　
の
保
有
者
は
'
ク
レ
ー
ル
ー

コ
イ
で
あ
る
。
従
っ
て
語
源
的
解
釈
に
従
え
ば
'
同
じ
植
民
者
が
違
っ

た
観
点
か
ら
'
ア
ポ
イ
コ
イ
と
も
エ
ポ
イ
コ
イ
と
も
ク
レ
ー
ル
ー
コ
イ

と
も
呼
ば
れ
得
る
の
で
あ
る
。
エ
ポ
イ
コ
イ
に
関
す
る
解
釈
は
別
と
し

(
2
)

て
'
ア
ポ
イ
コ
イ
と
ク
レ
ー
ル
ー
コ
イ
と
は
視
点
を
変
え
て
表
現
さ
れ

た
同
一
人
物
で
あ
る
と
す
る
解
釈
は
注
目
に
値
す
る
。

従
来
両
語
の
決
定
的
な
相
違
は
'
母
市
市
民
権
の
有
無
に
係
わ
る
と

(
3
)

解
釈
さ
れ
て
き
た
。
つ
ま
り
両
語
は
互
い
に
相
容
れ
な
い
対
語
と
見
倣

さ
れ
て
き
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
こ
の
解
釈
は
'
上
記
の
語
源
的
解
釈

と
矛
盾
す
る
。
ま
た
語
意
自
体
が
'
母
市
市
民
権
に
関
す
る
こ
の
決
定
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的
な
特
徴
を
示
し
て
い
な
い
の
は
解
せ
な
い
。
従
来
の
解
釈
に
従
え
ば
,

名
が
体
を
表
し
て
い
な
い
の
で
あ
る
。

で
は
ア
ポ
イ
コ
イ
'
ク
レ
ー
ル
ー
コ
イ
両
語
の
相
違
は
一
体
ど
こ
に

あ
る
の
か
。
ト
ゥ
-
キ
ュ
デ
イ
デ
ー
ス
が
何
故
レ
ス
ボ
ス
植
民
に
つ
い

て
だ
け
ク
レ
ー
ル
-
コ
イ
と
表
記
し
た
の
か
と
い
う
問
題
を
通
し
て
こ

の
問
題
を
考
え
て
み
た
い
。

「
植
民
す
る
」
と
い
う
行
為
に
関
す
る
ト
ゥ
-
キ
ュ
デ
ィ
デ
ー
ス
の

語
嚢
は
'
デ
イ
オ
ド
-
ロ
ス
や
プ
ル
ー
タ
ル
コ
ス
と
比
較
し
て
豊
か
で

あ
り
'
表
現
は
三
つ
の
パ
タ
ー
ン
に
分
類
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

回
　
「
(
植
民
市
)
を
建
て
た
」
‥
前
四
三
六
年
の
ア
ム
ピ
ポ
リ
ス

(
4
.
1
0
2
.
3
-
4
.
)

回
　
「
人
々
が
住
み
付
い
た
」
・
・
ス
キ
ュ
ロ
ス
(
1
.
9
8
.
2
.
)
ヘ
ス

テ
ィ
ア
イ
ア
(
1
.
1
1
4
.
3
.
)

回
　
「
人
々
を
送
り
出
し
た
」
‥
前
四
六
五
年
の
ア
ム
ピ
ポ
リ
ス

(
1
.
1
0
0
.
3
.
＼
4
.
1
0
2
.
2
.
)
ア
イ
ギ
-
ナ
(
2
.
7
1
.
2
.
)
ポ
テ
ィ

ダ
イ
ア
(
2
.
7
0
.
3
-
4
.
)
レ
ス
ボ
ス
(
3
.
5
0
.
1
-
∽
.
)
メ
-
ロ
ス

(
5
.
1
0
6
.
2
-
4
.
)
-

以
上
の
分
類
か
ら
見
て
'
植
民
す
る
行
為
の
諸
側
面
そ
れ
ぞ
れ
に
対
し

て
異
な
っ
た
表
現
が
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。

パ
タ
ー
ン
回
と
パ
タ
ー
ン
回
に
お
い
て
は
人
々
が
植
民
市
に
住
む
こ

と
が
そ
の
言
葉
自
体
か
ら
明
白
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
パ
タ
ー
ン
回
に
お

い
て
は
'
送
り
出
さ
れ
た
人
々
が
実
際
に
そ
こ
に
住
み
付
い
た
か
ど
う

か
は
'
そ
れ
自
体
か
ら
は
不
明
で
あ
る
。
そ
れ
を
伝
え
る
の
に
ト
ゥ
-

キ
ュ
デ
ィ
デ
ー
ス
は
慎
重
で
あ
っ
た
。
と
い
う
の
は
彼
の
記
述
に
は
必

ず
「
そ
し
て
彼
等
は
住
み
付
い
た
」
と
い
う
説
明
が
付
さ
れ
て
い
る
か

ら
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
レ
ス
ボ
ス
植
民
に
関
し
て
だ
け
は
例
外
で
あ
る
。

そ
こ
に
は
ク
レ
ー
ル
ー
コ
イ
を
送
り
出
し
た
と
い
う
記
述
は
あ
っ
て

も
'
彼
等
が
そ
こ
に
住
み
付
い
た
と
い
う
説
明
が
な
い
。
そ
の
代
わ
り

に
年
2
ム
ナ
の
土
地
賃
貸
に
関
す
る
説
明
が
付
さ
れ
て
い
る
。
レ
ス
ボ

ス
へ
送
ら
れ
た
は
ず
の
二
'
七
〇
〇
人
の
ク
レ
ー
ル
-
コ
イ
に
関
し
て

従
来
多
-
の
詳
細
な
研
究
が
な
さ
れ
て
い
る
が
'
彼
等
が
実
際
に
そ
こ

l
・
-
)

に
長
い
間
留
ま
っ
た
か
ど
う
か
は
論
議
の
的
で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
な

状
況
と
経
緯
か
ら
判
断
す
れ
ば
、
ト
ゥ
-
キ
ュ
デ
ィ
デ
ー
ス
は
土
地
所

有
者
を
送
り
出
す
こ
と
と
実
際
に
彼
等
が
そ
こ
に
住
む
こ
と
と
を
厳
密

に
区
別
し
て
い
た
の
で
あ
り
'
ア
ポ
イ
コ
イ
と
ク
レ
ー
ル
ー
コ
イ
と
の

違
い
は
ト
ゥ
-
キ
ュ
デ
ィ
デ
ー
ス
に
と
っ
て
は
'
植
民
市
に
お
け
る
土

地
所
有
者
が
そ
こ
に
住
む
か
否
か
に
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら

(
5
)

れ
る
。
こ
の
よ
う
に
考
え
れ
ば
'
用
例
の
実
体
と
語
源
と
の
整
合
性
が

得
ら
れ
る
。

っ
ま
り
'
植
民
者
は
'
「
移
住
」
と
い
う
観
点
か
ら
見
た
場
合
ア
ポ

イ
コ
イ
(
離
れ
て
住
む
者
達
)
と
表
現
さ
れ
る
こ
と
が
で
き
,
「
土
地

所
有
」
と
い
う
観
点
か
ら
見
た
場
合
ク
レ
ー
ル
ー
コ
イ
(
分
与
地
所
有

者
達
)
と
表
現
さ
れ
る
こ
と
が
で
き
る
へ
そ
れ
ぞ
れ
二
つ
の
要
素
を
持

っ
て
い
た
。
定
住
す
る
植
民
者
(
ア
ポ
イ
コ
イ
)
は
常
に
土
地
所
有
者

(
ク
レ
ー
ル
ー
コ
イ
)
で
あ
っ
た
か
ら
ア
ポ
イ
コ
イ
と
い
う
表
現
の
中

に
は
ク
レ
ー
ル
ー
コ
イ
と
い
う
要
素
が
常
に
含
ま
れ
て
い
た
。
し
か
し
,
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レ
ス
ボ
ス
植
民
に
つ
い
て
は
土
地
所
有
者
が
住
み
付
か
な
い
た
め
に
ア

ポ
イ
コ
イ
と
呼
べ
る
要
素
が
欠
落
し
て
い
る
。
彼
等
に
残
さ
れ
た
の
は

分
与
地
所
有
者
(
ク
レ
ー
ル
ー
コ
イ
)
と
い
う
要
素
の
み
で
あ
る
。
即

ち
ア
ポ
イ
コ
イ
は
ク
レ
ー
ル
-
コ
イ
の
部
分
集
合
と
考
え
る
こ
と
が
で

き
る
。
従
っ
て
ア
ポ
イ
コ
イ
を
ク
レ
ー
ル
ー
コ
イ
と
言
い
替
え
る
こ
と

は
で
き
て
も
'
ク
レ
ー
ル
ー
コ
イ
を
ア
ポ
イ
コ
イ
と
言
い
替
え
る
こ
と

は
必
ず
し
も
で
き
な
い
の
で
あ
る
。
こ
の
解
釈
に
従
え
ば
'
ア
テ
-
ナ

イ
の
全
て
の
植
民
者
は
ク
レ
ー
ル
ー
コ
イ
で
あ
り
へ
　
そ
の
内
レ
ス
ボ
ス

植
民
者
と
恐
ら
く
カ
ル
キ
ス
植
民
者
と
を
除
い
た
残
り
全
て
の
植
民
者

は
ア
ポ
イ
コ
イ
と
も
呼
ば
れ
得
た
こ
と
に
な
る
。

さ
て
'
ク
レ
ー
ル
ー
キ
ア
と
ク
レ
ー
ル
ー
コ
イ
と
は
い
か
な
る
関
係

に
あ
っ
た
か
。
ア
ポ
イ
キ
ア
が
ア
ポ
イ
コ
イ
の
集
合
名
詞
で
あ
る
の
と

同
様
に
'
ク
レ
ー
ル
ー
キ
ア
は
ク
レ
ー
ル
-
コ
イ
の
集
合
名
詞
で
あ
る
。

と
こ
ろ
が
今
示
し
た
よ
う
に
ア
ポ
イ
コ
イ
は
ク
レ
ー
ル
ー
コ
イ
の
部
分

集
合
で
あ
る
か
ら
へ
　
ク
レ
ー
ル
ー
キ
ア
は
無
条
件
に
ク
レ
ー
ル
ー
コ
イ

か
ら
な
る
植
民
と
は
言
え
な
い
。
何
故
な
ら
場
合
に
よ
っ
て
は
(
む
し

ろ
大
抵
の
場
合
)
　
ア
ポ
イ
コ
イ
か
ら
な
る
植
民
も
ク
レ
ー
ル
-
キ
ア
と

呼
び
得
る
か
ら
で
あ
る
(
こ
れ
は
も
ち
ろ
ん
ア
ポ
イ
キ
ア
と
も
呼
び
得

る
)
。
こ
の
関
係
を
図
示
す
れ
ば
'
次
の
よ
う
な
も
の
に
な
ろ
う
。

e
r
a

(
2
)

(
3
)

一一定住

+土地保有

B
r
u
n
t
,
o
p
.
c
i
t
.
,
p
.
7
3
.

c
f
.
B
u
s
o
l
t
&
S
w
o
b
o
d
a
.
o
p
.
c
i
t
,
S
.
1
2
6
9
.
/
M
L
.
6
6
.
p
.
1
8
1
.

こ
の
理
論
の
本
来
の
根
拠
は
'
ク
レ
ー
ル
-
コ
イ
が
例
え
ば
'
「
ヘ

バ
イ
ス
テ
ィ
ア
に
住
む
ア
テ
-
ナ
イ
人
(
I
G
.
I
P
1
2
2
2
.
)
」
「
サ
ラ
ミ
ー

ス
に
住
む
ア
テ
I
ナ
イ
人
(
I
G
.
i
2
1
0
0
9
.
)
」
「
ミ
ュ
リ
ナ
に
い
る
ア

チ
-
ナ
イ
の
デ
ー
モ
ス
(
B
u
l
l
.
h
e
l
l
.
I
X
.
5
4
.
5
8
.
6
3
.
)
」
「
イ
ム
ブ
ロ

ス
に
い
る
ア
テ
-
ナ
イ
人
の
デ
ー
モ
ス
　
(
I
G
.
I
I
.
-
∽
∽
∽
.
)
」
と
し
ば
し

ば
表
現
さ
れ
る
こ
と
に
あ
る
o
　
こ
の
こ
・
A
J
か
ら
'
ク
レ
ー
ル
ー
コ
イ
は

母
市
市
民
権
を
保
持
し
た
ア
テ
-
ナ
イ
人
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
た

(
S
c
h
u
l
t
h
e
s
s
.
o
p
.
c
i
t
,
S
S
.
8
2
3
-
8
2
4
.
/
B
u
s
o
l
t
&
S
w
o
b
o
d
a
.
o
p
.

c
i
t
,
S
.
1
2
7
6
.
)
-
第
l
章
で
述
べ
た
よ
う
に
'
こ
こ
に
掲
げ
ら
れ
て
い

る
史
料
は
'
全
て
前
四
世
紀
に
属
す
る
。
前
五
世
紀
の
植
民
に
関
し
て

も
'
実
際
様
々
な
傍
証
に
よ
っ
て
十
六
の
植
民
市
に
つ
い
て
は
母
市
市
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民
権
の
保
持
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
注
意
す
べ
き
点
は
,
あ
く

ま
で
理
論
が
最
初
に
存
在
し
'
そ
の
理
論
を
証
明
す
る
た
め
に
様
々
に

傍
証
が
試
み
ら
れ
た
と
い
う
事
実
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
'
植
民
市
研
究
に
市
民
権
問
題
が
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ

る
理
由
は
'
領
域
編
成
の
仕
方
に
関
す
る
ギ
リ
シ
ア
と
ロ
ー
マ
の
比
較

に
あ
る
と
思
わ
れ
る
o
ア
テ
-
ナ
イ
は
つ
い
に
債
土
的
併
合
を
行
わ
ず
,

同
盟
諸
市
を
階
層
的
に
編
成
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
こ
の
こ
と
は
,

帝
政
期
の
ロ
ー
マ
が
諸
都
市
を
C
o
l
o
n
i
a
,
m
u
n
i
c
i
p
i
u
m
と
言
っ
た
法

的
に
定
め
ら
れ
た
階
層
的
秩
序
に
編
成
し
て
い
た
こ
と
と
対
照
的
で
あ

る
(
森
谷
公
俊
「
古
典
期
ア
テ
ネ
の
帝
国
支
配
」
『
歴
史
学
研
究
』
別

冊
特
集
一
九
八
三
へ
　
〓
)
。
市
民
権
問
題
の
重
要
性
に
意
義
を
申
し

立
て
る
つ
も
り
は
も
ち
ろ
ん
な
い
が
へ
市
民
権
を
基
準
と
す
る
植
民
形

態
の
分
類
は
'
ロ
ー
マ
史
研
究
的
発
想
か
ら
の
借
り
物
と
言
え
そ
う
で

あ
る
。不

在
地
主
化
説
(
J
o
n
e
s
,
o
p
.
c
i
t
,
p
p
.
1
7
5
⊥
7
6
)
-
G
r
a
h
a
m
は
こ

の
説
を
部
分
的
に
認
め
る
が
'
ク
レ
ー
ル
-
キ
ア
一
般
に
当
て
は
ま
る

と
は
考
え
て
い
な
い
(
G
r
a
h
a
m
,
o
p
.
c
i
t
,
p
p
.
1
8
0
-
1
8
1
.
)
-
ト
ゥ
-

キ
ユ
デ
ィ
デ
ー
ス
の
語
法
&
7
t
紬
n
e
f
i
y
/
a
v
か
ら
ク
レ
ー
ル
ー
コ
イ
が
送

り

出

さ

れ

た

の

は

事

実

で

あ

る

と

見

る

の

が

l

般

的

で

あ

る

(
S
c
h
u
l
t
h
e
s
s
.
o
p
.
c
i
t
.
,
S
.
8
2
6
.
)
。
I
方
で
は
J
o
n
e
s
　
は

&
n
恥
n
e
f
u
i
/
u
v
を
い
い
回
し
に
過
ぎ
な
い
と
し
て
反
論
す
る
(
J
o
n
e
s
.

o
p
.
-
t
i
t
.
,
p
.
1
7
5
.
)
-
レ
ス
ボ
ス
に
ク
レ
ー
ル
ー
キ
ア
が
い
つ
ま
で
い
た

か
t
と
い
う
問
題
に
関
す
る
手
が
か
り
は
'
ミ
ュ
テ
ィ
レ
-
ネ
-
人
と

ク
レ
ー
ル
I
コ
イ
と
の
間
の
何
ら
か
の
土
地
の
授
受
を
伝
え
る
碑
文
史

(
5
)

料
(
I
G
.
i
2
6
0
.
)
と
ア
ン
テ
ィ
ポ
ー
ン
の
法
廷
弁
論
「
へ
ロ
デ
ー
ス
殺

人
」
(
A
n
t
i
p
h
.
5
.
7
7
-
7
9
.
)
だ
け
で
あ
る
。
前
四
二
五
/
四
年
説

(
G
o
m
m
e
.
o
p
.
c
i
t
.
,
I
I
.
p
.
3
3
O
.
/
M
e
i
g
g
s
.
o
p
.
c
i
t
.
,
p
p
.

2
6
0
-
2
6
1
.
/
p
.
3
1
7
.
)
-
前
四
1
二
/
二
年
説
(
B
r
u
n
t
,
o
p
.
c
i
t
.
,
p
p
.

8
2
-
8
4
.
/
E
r
x
l
e
b
e
n
.
o
p
.
c
i
t
.
,
S
.
1
0
0
.
)
-
前
四
〇
六
年
説

(
G
a
u
t
h
i
e
r
.
o
p
.
c
i
t
,
p
.
6
6
.
嘉
島
'
上
掲
論
文
'
九
頁
)
o
諸
説
の
内

容
に
関
し
て
は
'
長
島
'
上
掲
論
文
五
-
九
頁
に
詳
し
い
。
い
ず
れ
の

説
を
取
る
に
し
て
も
'
他
の
植
民
市
に
比
べ
る
と
、
植
民
者
の
滞
在
期

間
が
短
く
t
 
G
a
u
t
h
i
e
r
の
言
葉
を
借
り
れ
ば
'
レ
ス
ボ
ス
植
民
は
、

p
r
o
v
i
s
o
i
r
e
な
も
の
で
あ
っ
た
(
G
a
u
t
h
i
e
r
.
o
p
.
c
i
t
.
,
p
.
7
0
.
)
-

従
来
言
わ
れ
て
い
る
通
り
(
長
島
'
上
掲
論
文
二
三
頁
)
へ
ト
ゥ
-

キ
エ
デ
ィ
デ
ー
ス
に
と
っ
て
ク
レ
ー
ル
-
コ
イ
と
は
駐
留
軍
を
表
す
概

念
で
あ
っ
た
の
か
。
ク
レ
ー
ル
-
コ
イ
と
駐
留
軍
を
直
結
し
て
理
解
す

る
か
否
か
は
、
ク
レ
ー
ル
ー
キ
ア
概
念
に
直
接
関
わ
る
重
要
な
点
で
あ

る
。
実
際
面
か
ら
見
る
か
ぎ
り
'
確
か
に
レ
ス
ボ
ス
の
ク
レ
ー
ル
-
コ

イ
は
駐
留
軍
的
性
格
を
も
っ
て
い
た
。
し
か
し
'
ト
ゥ
-
キ
ュ
デ
ィ
デ
ー

ス
は
'
彼
等
を
4
>
p
o
v
p
a
あ
る
い
は
O
u
A
o
/
c
m
と
専
門
用
語
で
呼
ば
ず
,

k
X
i
j
p
o
v
x
o
i
　
分
与
地
保
有
者
)
と
呼
ん
だ
o
　
つ
ま
り
'
ト
ゥ
-
キ
ユ

デ
ィ
デ
ー
ス
は
彼
等
を
駐
留
軍
と
は
呼
ん
で
い
な
い
の
で
あ
る
。
彼
は

あ
-
ま
で
「
薮
に
当
っ
た
ク
レ
ー
ル
-
コ
イ
(
分
与
地
保
有
者
)
を
送

り
出
し
た
(
T
h
u
c
.
3
.
5
0
.
2
.
)
」
と
言
っ
て
い
る
。
従
っ
て
'
レ
ス
ボ

ス
の
ク
レ
ー
ル
-
コ
イ
は
確
か
に
駐
留
軍
的
性
格
を
も
っ
て
い
た
が
'

ト
ゥ
-
キ
ユ
デ
ィ
デ
ー
ス
が
ク
レ
ー
ル
-
コ
イ
を
駐
留
軍
を
意
味
す
る

語
と
し
て
認
識
し
て
い
た
と
は
見
倣
せ
な
い
。
ク
レ
ー
ル
-
コ
イ
と
言
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う
語
の
中
に
は
、
駐
留
軍
的
意
味
合
い
は
な
い
。
そ
れ
が
あ
る
の
は
'

ク
レ
ー
ル
-
キ
ア
概
念
の
中
で
あ
る
。

結

請

以
上
の
考
察
か
ら
次
の
結
論
が
得
ら
れ
る
o
　
ク
レ
ー
ル
ー
キ
ア
概
念

は
前
四
世
紀
以
降
の
史
料
に
依
拠
し
て
形
成
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
'
前

五
世
紀
の
同
時
代
的
史
料
に
ク
レ
ー
ル
ー
キ
ア
の
語
が
ほ
と
ん
ど
兄
い

出
せ
な
い
こ
と
か
ら
'
ト
ゥ
-
キ
ュ
デ
ィ
デ
ー
ス
等
同
時
代
人
が
そ
の

概
念
を
実
際
に
認
識
し
て
い
た
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。
ア
ポ
イ
キ
ア
'

ク
レ
ー
ル
ー
キ
ア
両
語
の
相
違
は
母
市
市
民
権
の
保
有
に
係
わ
る
も
の

で
は
な
-
'
前
者
は
移
民
と
い
う
観
点
か
ら
'
後
者
は
土
地
保
有
と
い

う
観
点
か
ら
'
そ
れ
ぞ
れ
「
植
民
市
」
を
意
味
す
る
語
で
あ
る
。
同
様

に
ア
ポ
イ
コ
イ
'
ク
レ
ー
ル
ー
コ
イ
両
語
も
そ
れ
ぞ
れ
の
観
点
か
ら
「
植

民
者
」
を
意
味
す
る
語
で
あ
る
。
従
っ
て
両
語
は
互
い
に
重
複
す
る
場

合
が
多
-
'
レ
ス
ボ
ス
植
民
と
カ
ル
キ
ス
植
民
と
を
除
い
て
植
民
者
は

ア
ポ
イ
コ
イ
と
も
ク
レ
ー
ル
ー
コ
イ
と
も
呼
ば
れ
得
る
o
同
1
植
民
者

が
史
料
に
よ
っ
て
は
ア
ポ
イ
コ
イ
'
ク
レ
ー
ル
ー
コ
イ
と
ま
ち
ま
ち
に

表
記
さ
れ
る
の
は
そ
の
た
め
で
あ
ろ
う
。
ト
ゥ
-
キ
ュ
デ
ィ
デ
ー
ス
に

と
っ
て
ク
レ
ー
ル
ー
コ
イ
と
は
へ
定
住
の
要
素
を
持
た
ず
土
地
保
有
と

い
う
要
素
だ
け
を
持
つ
植
民
者
で
あ
っ
た
が
'
史
料
の
年
代
が
下
る
に

つ
れ
て
両
語
の
厳
密
な
区
別
が
な
-
な
っ
て
い
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

前
五
世
紀
に
建
設
さ
れ
た
ア
テ
-
ナ
イ
の
植
民
市
が
条
件
に
よ
っ
て

い
-
つ
か
の
形
態
に
分
類
さ
れ
得
る
こ
と
は
当
然
で
あ
る
。
し
か
し
ア

ポ
イ
キ
ア
'
ク
レ
ー
ル
ー
キ
ア
両
語
が
古
代
に
お
い
て
.
A
c
k
e
r
b
a
u
k
o
l
o
n
i
e
"
,

,
,
M
i
l
i
t
a
r
k
o
l
o
n
i
e
"
と
い
う
相
異
な
る
二
種
類
の
植
民
形
態
を
示
す
用

語
で
あ
っ
た
と
は
見
倣
せ
な
い
。
い
わ
ゆ
る
「
ク
レ
ー
ル
ー
キ
ア
概
念
」

に
見
ら
れ
る
用
語
法
は
'
た
か
だ
か
今
世
紀
の
学
者
が
植
民
形
態
を
分

類
す
る
た
め
に
古
代
語
か
ら
借
用
し
て
造
り
上
げ
た
'
い
わ
ば
指
標
語

と
見
倣
す
べ
き
も
の
で
'
歴
史
的
事
実
と
は
言
え
な
い
で
あ
ろ
う
。




